
～国産のフィルム型のペロブスカイト太陽電池を
県有施設に先行導入します～

「ペロブスカイト太陽電池」を
県内に初導入！



概要

• 「かながわ発」のペロブスカイト太陽電池の
早期社会実装のため、県有施設２施設に率先導入

• 県内では民間企業も含め、初の実装事業

「どこでも太陽光発電」を実現！

ペロブスカイト太陽電池
©積水ソーラーフィルム株式会社



■設置場所：

耐荷重が低く、従来の太陽光パネルが載らなかった施設の屋根

■設置容量：

約５kW×２施設、計約10kW

実装事業の概要

※ 本事業は、国の「ペロブスカイト太陽電池の社会実装モデルの創出に向けた導入支援事業」を活用して実施

① 神奈川県自然環境保全センター

② 神奈川県立神奈川総合産業高等学校



設置施設①：自然環境保全センター

発電した電力

照明、空調の電力の一部

設置施設 所在地 設置容量 設置予定時期

１
神奈川県
自然環境保全センター
事務室

厚木市七沢６５７
約5kW

（約100㎡）
令和８年12月頃

設置予定範囲



設置施設②：神奈川総合産業高等学校

設置施設 所在地 設置容量 設置予定時期

2
神奈川県立
神奈川総合産業高等学校
体育館

相模原市南区
文京１丁目１１−１

約5kW
（約100㎡）

令和８年12月頃

発電した電力

照明、空調の
電力の一部

発電した電力

照明、空調の電力の一部
設置予定範囲
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